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幼児用マルチシンク キャビネット用底板
HK300K1・HK300K2・HK300K3R

製品の機能が十分に発揮されるように、この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。

底板設置時、ガタツキがある場合には、スペーサなどを使用して
調整する
ガタツキによって、収納物が倒れたり、けがをする原因となります。

設置後、人が上に乗ったり、過度の衝撃を与えない
底板が外れたり、破損してけがをする原因となります。

施工説明書

この表示の欄の内容を無視して、誤った取り扱いをすると、『人が傷害を
負う可能性が想定される内容および、物質的損害※の発生が想定される』
を示しています。

このような絵表示は、行為を抑制したり指示する内容をつげるものです。

安全に関するご注意（安全のために必ずお守りください）

注意

注意

底板設置寸法、切り欠き位置（床給水、床排水のみ）

仕様をご確認ください

各施工手順については裏面を参照してください

部品の確認　　　　　いずれかの組み合わせで入っています31 ～

・高さは化粧台座と同じ高さになります。
・給水、排水は標準取り出し寸法です。現場の取り出し位置にあわせて切り欠いてください。

1 HK300K1:電気温水器用

4×10バインド
タッピンねじ×6左右用底板

底板用
アングル×3

施工説明書

HK300K2:高さ500用2

4×10バインド
タッピンねじ×12左右用底板×2

底板用
アングル×6

施工説明書

3 HK300K3R:高さ600用

4×10バインド
タッピンねじ×16左右用底板×2 中央用底板

底板用
アングル×6

底板用
スペーサ×2 施工説明書

中央柱なし

施工手順Ａへ

中央柱あり

施工手順Ｂへ

※物的損害とは家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を示します。



化粧あたり止め

化粧台座

化粧台座

底板用スペーサ
（高さ600用のみ）

4×10バインド
タッピンねじ

高さ500用
高さ600用のみ

アングル飛び出し側
を内向きにする。

右側に設置する底板
（電温用、高さ500用、高さ600用）

左側に設置する底板
（高さ500用、高さ600用）

底板用
アングル

底板用
アングル

底板用
アングル

底板用
アングル

（　　　 　）

右側に設置する底板
（電温用、高さ500用、高さ600用）

※使用しません※組み合わせにより
　使用しない場合があります

左側に設置する底板
（高さ500用、高さ600用）

底板用
アングル

底板用
アングル

中央に設置する底板
（高さ600用）

底板用
アングル

アングル側を
手前にする。

底板用
スペーサ×2

4×10バインド
タッピンねじ×16

底板用
アングル×6

施工手順B（柱あり仕様）

施工手順A（柱なし仕様）

1 ドライバーでねじを緩めて、化粧あたり止め、化粧台座を外す。（4カ所）
※マルチシンクを取り付けた後に施工してください。

2 化粧台座、左右用底板の下側に合わせて底板用アングル、底板用
スペーサをねじで固定する。
床給水、床排水の場合は、底板を切り欠く。

1 化粧台座、左右用底板の下側に合わせて底板用アングルをねじで固定する。
床給水、床排水の場合は、底板を切り欠く。

2 左右用底板をキャビネットの中に、アングル側を奥にして置く。
前部は化粧台に乗せる。

3 化粧あたり止め、化粧台座を本体に取り付け、左右用底板をキャビ
ネットの中に、アングル側を奥にして化粧台座のアングルに乗せる。 4 中央用底板の柱と干渉する部分を切り欠き、底板用アングル、

底板用スペーサの上に乗せる。

アングルの
向きに注意！

アングルの
位置に注意！

高さ600用のみ

左右用底板 左右用底板

アングルに乗せるアングルに乗せる

3 中央用底板をキャビネット内に、アングル側を手前にして置く。
高さ600用のみ

アングル飛び出し側
を内向きにする。

アングルの
位置に注意！

左右用底板 左右用底板

化粧台座に乗せる

中央用
底板

アングル
に乗せる

化粧台座に
乗せる

アングル
（裏面）
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